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1◎47　　　乳酸発酵に よる基質化を経た藻体バ イオ マ ス か らの

　　　　　　　　　　　　　　水素工 ネル ギー 生産

　　　　　　 （阪大 ・薬）○戸 田直史 、 池晶子 、 辻紀子 、 平田収正 、 宮本和久

【目的】地球温暖化対策の一環 として 、 光合成能の 高い微細藻類を用 い た二 酸化炭素固

定と 、 光合成産物の エ ネルギ
ー
物質へ の 変換 に関す る研究を行 っ て きた 。 今回は 、 光合

成細菌に よる水素エ ネル ギー生産の 原料と して藻体バ イオ マ ス を利用す るための 基質化

方法 と して乳酸発酵の 検討を行 い 、 また 、 その 発酵液か らの光合成細菌によ る水素へ の

変換プ ロ セ ス につ い て 検討 したの で 報告する 。

ζ方法及び結果】藻体乾重量の 50％近 くに まで デンプ ン を蓄積 するこ とが可能な緑藻

αnlamydollコonasreinhardtii の バ イオマ ス を用い て 乳酸菌Lactobaciffus　amylovoruse ：よ る乳

酸発酵を行 っ た とこ ろ 、 糖化処理を行わずに直接乳酸化が 可能で あり 、 藻体バ イオ マ ス

が乳酸発酵に必要 な微量元素や 、 窒素、 リン源を豊富に含む優れたバ イオマ ス資源で あ

るこ とが明 らか とな っ た 。 また 、 他の 淡水 、 海産性の 緑藻 3株につ い て も同様に酸援乳

酸化を行 っ た ところ、 藻株間で 乳酸収率に大きな差が見 られ 、 これは細胞壁構造の 違い

が原因と示唆され た 。 さ らに この乳酸発酵液か らの 水素生産を光合成pa　eWRhodobacter
shaeroides 　R 　Vに よっ て試み 、 良好な変換率を得た。
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海産性光合成細菌を含む混合系 に よるデン プ ン か らの 水素生産

（阪大 ・薬） ○村川 朋子 、池晶子 、平 田収正 、宮本和久

匿目的】海産性光合成細菌を鰯 い て 藻体バ イオ マ ス か ら水素エ ネル ギ
ー

を生塵するシ ス

テ ム にっ い て 研究を行 っ て きた。今回 は、 光合成細菌 と他 の バ クテ リア との 混合系 に よ

り、緑藻の貯蔵物質で あるデン プン を、 直接水素に変換する こ とを 鼠的 とし、混合系の

共生機構の 解明、及び様々 な墓質か らの 水素生産特性につ いて 検討を行 っ たので 報告す

る。

ζ方法及び結果】 し尿処理汚泥 よ り分離し た光合成細菌と非光合成細菌 との 混合系に よ

り、光合成細菌単独で は利用で きない デン プン か らの 、颪接水素生産が可能である こ と

が明 らか とな っ た。また 、 本混合系が 、 酢酸 、 乳酸な どの 有機酸、 マ ル ト
ー

ス 、 セ U ビ

オ ース な ど二 糖 か らの 水素生産におい て も、 光合成細菌単独の 場合よ り優れて い るこ と、

広い pH 範囲で 増 殖す る こ とが 明らか とな っ た a さらに 、 緑藻 の 主貯蔵物質で あるデン プ

ン の 分解能が、 混合系で の み効果的に現れ る こ とが 確認 され た 。
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